
～会議録抜粋～ 会議録より抜粋し、「一問一答形式に編集」したもので正式な会議録ではありません。 

＝＝＝平成２５年第２回定例会 一般質問＝＝＝ 

原田平議員 

１ 大阪広域水道企業団について 

 

１ 

 

【質問１回目】 

○原田平議員 大阪広域水道企業団について

であります。 

 この問題については、過去にも質問をいた

したわけでございますが、少し状況が変化を

してきておりますので、改めてこの機会に質

問をしたいと思います。 

 大阪広域水道企業団と大阪市の統合条件に

ついて、４月２３日に行われました４３市町

村長会議において、統合メリットについては、

大阪市域水道事業で生じる約２２１億円につ

いては企業団側が譲歩され、４３市町村で共

有することとしていたものを、その全額につ

いて、大阪市域水道事業で活用することに修

正をされ、大阪市民の理解を得ようとされた

ものであります。 

 しかしながらご承知のとおり、過日、５月、

大阪広域水道企業団と大阪市の統合をするた

めの議案、大阪広域水道企業団規約の一部変

更に関する協議についてと、大阪市水道事業

及び工業用水道事業の設置等に関する条例を

廃止する条例案が大阪市会の交通水道委員会

で５月２１日に、そして本会議で５月２４日

に、両議案とも否決をされました。 

 また、先般、大阪市戦略会議において、企

業団との統合を一旦中止することが決定をさ

れましたが、このことについて、大阪市や大

阪広域企業団から現在何らかの形で摂津市に

対して報告等があるのかどうか、協議等があ

るのか、お尋ねをいたしたいと思います。 

 

【質問１回目への答弁】 

○渡辺水道部長 それでは、大阪広域水道企

業団についてのご質問にお答えをいたします。 

 大阪広域水道企業団と大阪市の統合に向け、

企業団及びその構成市町村は、一致団結をい

たしまして努力してきたところでございます。 

 その結果といたしまして、４月２３日に行

われました４３市町村首長会議において、最

終的に統合条件が橋下大阪市長を含めた全員

で了承され、大きく統合に向かったところで

ございます。 

 しかし、残念なことではございますが、議

員ご指摘のように、大阪市会では企業団との

統合は大阪市民にとってメリットがないとい

うことで否決されたものでございます。 

 その結果を受け、企業団には大阪市会本会

議における採決の結果、否決されたことの報

告がございました。 

 同時に大阪市において、「これまでの協議

経過の整理とともに、大阪市会の意見などを

分析の上、改めて対応を協議させていただき

たいと考えております」との申し入れがあっ

たと報告を受けております。 

 しかしながら、６月１９日の大阪市戦略会

議におきまして、企業団との統合協議は一旦

中止することが決定されました。 

 今後、大阪市戦略会議での結果について、

大阪市から改めて詳細な説明を聞いた上で、

大阪市の方針への対応を４２市町村と企業団

で協議し、対応を決めることになるものと考

えております。 

【質問２回目】 

○原田平議員 広域水道企業団のことでござ

いますが、今後については、企業団は４２市

町村と協議をされ、対応を決められるようで

ありますが、私は、大阪広域水道企業団と大

阪市の統合は、大阪市会の否決により、もう

無理だというふうに感じております。 

 しかし、大阪広域水道企業団の将来構想に

あるように、運営基盤を強化するため、広域

化を推進されています。 

 今までから言われていたように、府域一水

道に向けた取り組みを今後もされていくと思
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いますが、大阪市が加入できない、加入しな

いということになったときの今後の見通し等

について、どのような企業団から説明を受け

ておられるのか、あわせてお聞きをいたした

いと思います。 

【質問２回目への答弁】 

○渡辺水道部長 大阪広域水道企業団につい

ての２回目のご質問にお答えをいたします。 

 私どもといたしましても、今回、大阪市会

において、統合に関する議案が否決され、大

阪市戦略会議におきまして企業団との統合協

議は一旦中止することが決定されたことは、

大変残念に思っております。 

 先ほども申し上げましたように、今後、大

阪市戦略会議での結果について、大阪市から

改めて詳細な説明を聞いた上で、大阪市の方

針への対応を４２市町村と企業団で協議し、

対応を決めることになるものと考えておりま

す。 

 また、大阪市と統合できない場合でも、企

業団は府域の水道事業が厳しい状況にある中、

府域水道事業全体の運営基盤を強化していく

ためには、広域化は重要な手段であり、企業

団と４２市町村においては将来的に府域一水

道を目指していくことには変わりはないもの

と考えております。 

 今後におきましても、議員の皆様へ企業団

の動向につきましては速やかにお伝えをさせ

ていただきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いをいたします。 

【質問３回目】 

○原田平議員 大阪広域水道企業団の話でご

ざいますが、今般、大阪市会で否決をされた

後、橋下市長は民営化によって大阪市の水道

をやっていこうと。そして、その後、大阪広

域水道企業団を乗っ取るというんですか、し

ていきたいような、そういう新聞の報道があ

りました。 

 逐一、これから状況が変わってこようかと

思いますので、その点を十分真剣にとらまえ

ていただいて、私たち議会のほうにもご報告

をいただければありがたいと思いますので、

要望しておきたいと思います。 


